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発行者：高　橋　宗　孝一般社団法人 香川県臨床検査技師会

会長　高橋　宗孝（三豊総合病院）

　新年明けましておめでとうございます。日頃より、会員及び賛助会員の皆様には香川県臨床検査技師会の活動

にご協力とご支援をいただいておりますことに心より御礼申し上げます。

　さて、平成29年6月の第193回国会におきまして「医療法等の一部を改正する法律」が可決され6月14日に公布

されました。これにより「検体検査」という文言が法律に記され、今まで曖昧だった検体検査の品質・精度管理

に関わる基準が定められることとなりました。現在、今年の12月の法律の施行に向けて具体的な基準等について

検討されています。

　また、同時に「臨床検査技師等に関する法律の一部改正」により、検体検査の分類に関する定義規定も見直さ

れ、分類が厚生労働省令委任となりました。これにより、新しい分野の検査が臨床検査技師の業務へ追加されや

すくなり、業務拡大に向け大きな一歩となりました。昨年は「検体採取等に関する厚生労働省指定講習会」を香

川県に於いて2回開催いたしました。今年も引き続き香川県で開催が予定されていますが、香川県での開催はあ

と数回と考えます。まだ，受講されてない方は是非，受講していただきますようお願い申し上げます。

　本年、平成30年11月24日（土）～25日（日）に平成30年度日本臨床衛生検査技師会中四国支部医学検査学会（第

51回）が荒井健学会長（香川大学医学部附属病院）のもとサンポート高松にて開催されます。現在、荒井学会

長、松村実行委員長（滝宮総合病院）、太田事務局長（香川県立保健医療大学）を中心に月1回、実行委員会を開

催し香臨技の総力を挙げて取り組んでおります。学会を成功させるために、今まで以上に多くの会員・賛助会員

の皆様方のご支援、ご協力を賜りたいと存じます。よろしくお願い申し上げます。

　最後になりますが、良い医療を提供するために香川県臨床検査技師会として何をすべきかを常に考え、技術の

進歩，法律・基準改正等に迅速に対応していかなければなりません。本年も昨年同様に香川県臨床検査技師会へ

の温かいご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

謹  賀  新  年
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①　平成29年度 第4回 一般検査研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　  連絡責任者：永田　啓代　 ☎ 0877－62－1000
日　時：平成30年2月2日（金）19：00～20：30
場　所：キナシ大林病院　3階会議室
内　容：血糖と尿糖について（仮題）
　　　　アレンジ講習会『各種ガイドラインと尿検査』続編
講　師：高橋　理沙（アークレイマーケティング株式会社）、永田　啓代（四国こどもとおとなの医療センター）
参加費：200円　　　生涯教育研修：専門20点

②　平成29年度 第4回 血液検査研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　  連絡責任者：杉　　理恵　 ☎ 087－811－3333
日　時：平成30年2月10（土）13：00～16：00
場　所：香川大学医学部附属病院　検査部
内　容：骨髄像の見方（３） 
参加費：200円　　　生涯教育研修：専門20点

③　平成29年度 第2回 臨床化学検査研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　  連絡責任者：香西　宣秀　 ☎ 087－876－1145
日　時：平成30年2月22日（木）19：00 ～ 20：30
場　所：キナシ大林病院　3階会議室
内　容：｢知っているようで知らなかった精度管理｣　　永峰　康孝（元徳島大学病院診療支援部長）
参加費：200円　　　生涯教育研修：専門20点
備　考：対象は臨床化学が中心にはなりますが、日当直で検体検査をされている方にも役立つ内容となっていま

す。

④　平成29年度 第5回 生理検査研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　  連絡責任者：藤本　正和　 ☎ 087－811－3333
＊運営の都合で開催日が変更になりました。
日　時：平成30年2月24日（土）10：00～12：00
場　所：KKR高松病院　人間ドックセンター6階　会議室
内　容：脳波について　　講　師（日本光電）
参加費：200円　　　生涯教育研修：専門20点
申込み：日臨技ホームページより事前登録を行ってください。

⑤　平成29年度 第4回 血液検査研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　  連絡責任者：杉　　理恵　 ☎ 087－811－3333
日　時：平成30年2月25（日）14：00～16：00
場　所：香川県社会福祉総合センター　７階　第２中会議室
内　容：「DIC診断基準2017（仮）」　　　　　　　（LSIメディエンス学術部）
　　　　「二級臨床検査士（血液学）を受験して」　和田紗侑里（高松赤十字病院）
　　　　「認定血液検査技師を受験して」　　　　　谷渕　将規（坂出市立病院）
参加費：200円　　　生涯教育研修：専門20点

⑥　第34回 中四国臨床細胞遺伝学研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　  連絡責任者：深野　智華　 ☎ 0877－62－1000
日　時：平成30年2月25（日）13：00～16：00
場　所：四国こどもとおとなの医療センター　５階　会議室1・2
内　容：13：00～14：00　一般演題　　　　
　　　　14：00～16：00　特別講演　　松山　毅彦（医療法人社団 厚仁会理事長）
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 大星　　航（香川県立保健医療大学）
参加費：1,000円
備　考： 細胞遺伝学認定士、臨床認定染色体遺伝子検査師、臨床遺伝専門医の単位を発行します。
　　　　演題募集（2018年1月28日（日）までに、中四国臨床細胞遺伝学研究会 事務局・深野までe-mailで
　　　　お申込みください。別紙案内あり）

＊研修会の参加には、会員証を必ず御持参ください。
　　　　　　注．臨床検査技師免許取得の方で非会員の場合は、参加費として5,000円を頂きます。
　　　　　　　　尚、学生は無料。他職種の方は、会員と同額です。

  研修会については、香臨技、および日臨技ホームページをご参照下さい。

《研修会のご案内》
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　「 準備の大切さ 」

熊野　雅英（オリーブ高松メディカルクリニック四国中検ラボ）
　みなさん、こんにちは。四国中検検査部の熊野です。四国中検香川検査所
で検査技師として働き始め16年になります。何度かの転勤を経て、現在はオ
リーブ高松メディカルクリニック内のブランチラボで生化学・血液・一般検
査など検体検査を行なっています。検査経験は生化学検査が一番長く、次い
で一般検査、血液検査となります。
　今お世話になっているクリニックではブランチラボの立ち上げ時からたず
さわり、もうすぐ2年になります。当初は色々な方にアドバイスを頂きなが
ら試行錯誤の日々でしたが、最近では業務にも慣れ、少しだけ心にゆとりが
出てきたような気がします。おかげで余暇にも少し時間が割けるようになり
ました。
　そこで思いついたのが「野菜作り」です。庭を耕して野菜を作り、自分で
作った野菜を食べながら年を越す・・・。なんて楽しい思い付きでしょう。
　そう思ったら矢も立てもたまらず、早速畑作りにとりかかりました。が、
我が家には猫の額ほどの庭と、かちかちの土があるだけ。生まれてこの方、
一度も土いじりなどしたことのない私には、どこから手をつければいいのか

見当もつきません。とりあえずは雑草を抜き、畳一畳分くらいの区画をスコップで掘り返し、小石を取り除く作
業を繰り返しました。そして、籾殻、腐葉土、苦土石灰、土壌改良用の善玉菌を混合し、ひたすら耕し続ける
と・・・。
　朝夕がさわやかで過ごしやすくなり、秋を肌で感じる頃には、かちかちだった庭土がやわらかくふわふわとし
た土に変わっていました。このときの喜びは言葉で言い表せないほど！こうして我が家の庭に、畳一畳ほどの畑
が出来上がったのです。
　さて、我が家の畑での栽培第一号は何にしよう？あれこれ考えた結果、白菜を植えることにしました。余談で
はありますが、私は野菜の中では白菜が一番好きです。白菜って部分によって微妙に味が違うことをご存知です
か？外側の葉よりも中心に近い葉のほうが甘いことや、同じ葉の中でも肉厚な白い部分の方が甘いこと、うまみ
成分であるグルタミン酸が中心部に多く含まれていること、鍋や浅漬け、サラダ、煮物、炒め物といろんな料理
が楽しめて美味しいこと、などなど好きな理由を挙げればきりがありません。そこで第一号は白菜に決定しまし
た。
　ここで白菜についての薀蓄を少々・・・
　日本での白菜の歴史は以外にも非常に浅く、原産地はヨーロッパ北東部からトルコにかけての地域だと言われ
ています。日本に渡来したのは明治時代。でも当時はあまり普及しなかったそうです。司馬遼太郎著の「坂の上
の雲」の中にも登場しますが、もともと白菜は日露戦争で大陸に出兵した兵士たちが、大玉に結球した山東菜に
驚き、種を日本に持ち帰ったのが始まりと言われています。（諸説あるそうです）そうして日本での栽培が始ま
ったのですが、順調だった一年目を過ぎ、二年目になるとうまく収穫できずに菜の花になってしまったのだと
か。原因は、もともと自生しているアブラナ科の植物の花粉がミツバチや蝶を介して白菜とまじりあってしまっ
たことのようで、それに気づくまでになんと20年もの歳月を要したのだとか。そんなこんなでどうにか日本での
栽培が可能になり、一般に普及するまでになってきたようです。
　さて、我が家の白菜に話を戻しますと、手間隙と愛情をかけた甲斐があって、すくすくと大きく育ちました。
ふとした思い付きで始めた野菜栽培ですが、予想外のアクシデントもいろいろありながらも、どうにか無事にお
正月のお膳に載せることができ、美味しい嬉しいお正月となったのです。
　私は、この白菜の栽培を通して、準備の大切さをつくづくと実感しました。段取りが九割。美味しく大きくす
るには知識を蓄えなければならない。そういったことがより身近に感じられま
した。
　これって、仕事に対する取り組み方と同じですよね。新人の頃に先輩方から
よく言われてきたこと思い出します。クオリティーマネージメントは、検査の

導入から報告・解釈までを評価し
ます。白菜の栽培は、畑の土作り
から収穫・調理まで。やることは
違っても、取り組み方には通じる
部分がたくさんあるんですね。
　思いつきで始めた野菜作りでし
たが、何かを始めるときの姿勢や
考え方を改めて考えさせられる経
験でした。今年も、仕事・プライ
ベートにかかわらず新しいことに
チャレンジしていきたいと思いま
す。
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・ 編 集 後 記 ・

　新たな年が明けて約1か月が過ぎようとしていますが、皆さんはよいス

タートがきることができたでしょうか？

　今年は4年に1度の冬季オリンピック（平昌）やサッカーワールドカッ

プ（ロシア）の開催があり、医療・介護の分野では6年に1度の診療報

酬・介護報酬の同時改定があります。そして…何より香川県技師会にとっ

ては9年に1度の中四国支部医学検査学会の開催県であり、11月には多く

の皆様を香川県にお招きすることになります。一人でも多くの方の記憶に

残る学会になるように、会員が団結し盛り上げていきましょう。

事務局長　山本　直子（社会医療法人財団大樹会 総合病院 回生病院）

 

　現在、香川大学医学部　法医

学、かつが整形外科クリニック、

たけべ乳腺外科クリニック、太田

病院、香川県立丸亀病院、香川大

学医学部附属病院、その他の求人

があります。詳しくは、香臨技ホ

ームページをご覧ください。 

　求人募集依頼の連絡先：

　　　　唐木　孝雄（福祉部長）

　アドレス：karaki-t@ozzio.jp

香臨技
求人情報

　つきましては、下記の要領にて一般演題を募集いたしますのでふるってご応募ください。

　記載事項：①会員番号（日臨技）　②氏名（漢字）　③氏名（カナ）　④所属（施設名）

　　　　　　⑤連絡先の電話番号・FAX番号　⑥演題名　⑦発表内容の部門　⑧E-Mailアドレス

　　　　　　（携帯電話アドレスの場合は、下記アドレスを受け取れるように設定してください）

　申 込 先：ＫＫＲ高松病院　横内　美和子

　　　　　　　　　　TEL：087-861-3261(内線7896)　　E-Mail：karingi.gaku@gmail.com

　演題締切：平成30年1月31日（水）　　　　　抄録締切：平成30年2月16日（金）

　発表形式：口演7分、質疑3分（PowerPointに限る　PCプロジェクターを使用）

　*一般演題は、学生および賛助会員の方からも受け付けています。

第42回 香川県医学検査学会のご案内、および一般演題募集のお知らせ

日　程︓平成30年4月22日（日）
会　場︓香川県立保健医療大学　講義棟3階 大講義室
テーマ︓「呼吸器疾患へのアプローチ」

日臨技　会費納入 および 入会手続き・退会申請について

　平成30年度年会費は、ご登録の口座から　平成30年2月27日（火）に年会費10,000円および香川県会費

5,000円の合算された額が引き落とされますので、銀行口座の残高をご確認くださいますようお願いします。　

　また、平成30年度に入会（新入会・再入会）を希望される方、および平成29年度で退会を希望される方は所定

の手続きを行ってください。詳しくは、JAMTマガジン 1月号の21ページをご参照ください。


